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谷津環境におけるサシバの行動と生息条件

Behavior of Gray-faced Buzzard Eagles and their Habitat Use in Yatsu-

environment

東　淳樹*･武内和彦**･恒川篤史**

Atsuki AZUMA, Kazuhiko TAKEUCHI and Atsushi TSUNEKAWA

要旨:千葉県印譜沼流域鹿島川水系において,サシバの分布および生息環境について調べた･まず,サシバの繁殖期間
中にあたる1997年4月下旬から6月初旬にかけて,生息分布を調査した･また,同年5月下旬から7月下旬にかけて,

ラジオ･テレメトリ法により繁殖期間中の繁殖雄4羽の行動追跡を行なった･その結果,サシバは,谷津環境に生息し,

生息分布は,谷津田の幅の広さと関連があった･サシバは斜面林を移動しながら採食し, 6月初旬までは谷津田を採食場

所として利用したが,それ以降は林縁部,林冠部へと採食場所を移行させた.これらのことから,サシバは採食効率の
面から谷津環境を営巣および採食場所として利用していると推察された.
キーワード:谷津環境,サシバ,生息分布,ラジオ･テレメトリ法,二次的自然

Abstract : We studiedthe distribution and habitat use of the Gray-faced Buzzard Eagle, ButaStur indicuS,along the

Kashima river･ watershed of lnba MaJSh･ Chiba Prefecture･ Eagles were censused on maps from late in April to early in June, 1997.

Four male eagles were radio-tracked from late May to late July inthe same year･ The eagles occurred at伽u-environment, which is

composed of Yatsuda (small paddy held) and forests on terrace scarp, and they preferred narrow Yatsuda･ The eaglesperched in

trees on temCe SCarPthroughthe breeding season, and foraged in Yatsuda umi) early June･ But, in June andAng叫the foraging Site

shi鮎d from lbtSuda to forest edge and canopy･ These results suggest that the eagles selected 1触u-environment as nestlng and

foraging habitat to increase their foraging e侃ciencythroughseasons.

Key words : Yalsu-environment･ Gray-faced Buzzard Eagle, distribution, radio-tracking, semi-naturalenvironment

1.研究の日的

近年,二次的自然の場としての農村環境の役割が評価

されつつある.二次的自然に特徴的な生物の生息に関す

る研究は,様々に行なわれてきたが,とくに,坐態系の

上位種である鳥類に関して,農村の存在が生息に重要で

あることが明らかにされている(福井ら, 1997, 1998).

そこで,本研究では,農村において生態系の上位種

である猛禽類の1種であるサシバ(Butastu,indicus)に着

目し,それの生息地での行動と生息条件をラジオ･テレ

メトリ法を用いて明らかにすることを目的とした.

サシバは,日本には夏鳥として3月下旬から4月上旬

に渡来し,水田などの開けた環境に隣接した林のアカマ

ツヤスギなどの大径木に営巣する.やや明るい林や林縁

の見晴らしのよい梢や枝先に止まって水田などの開けた

環境で採食する(森岡ら, 1995).本研究の調査地および

その周辺では,本種は谷津田を含む環境で生息,繁殖す

る(美濃和, 1993;及川･福田, 1995).谷津田とは,台

地や丘陵地が開析され,狭い谷底低地が発達したところ

につくられた水田のことで,地方によっては谷戸田とも

呼ばれる.また谷津環境とは,谷津田と谷津田の周囲を

取り囲んでいるおもに二次林からなる斜面林のことを指

す.谷津環境は,湿性地と乾性地の異なる環境を合わせ

持ち,その両方の生息環境を必要とする生物の生息を保

証するため,生物多様性の高い空間であるといえる.台

地の谷津田は,台地面が主に畑地や住宅地に利用されて

いるために,丘陵地のそれにくらべて樹林の面積は狭

く,段丘崖に沿って樹林が発達する.

谷津環境を生息地とする猛禽類には,オオタカ,フク

ロウ,サシバなどが知られている(中村･中村, 1995).

なかでもサシバは,両生･雁虫類や大型の昆虫を主食と

することから(中村･中札1995;森岡ら, 1995),谷津

環境のアンブレラ種umbrella speciesとしての地位を持

つ.

本研究で行なったラジオ･テレメトリ法による猛禽類

の行動追跡は,我が国ではオオタカ(遠藤, 1998),クマ

タカ(山崎ら, 1994)でしか報告例がない.また,世界

的にも,これまで多くの種でラジオ･テレメトリ法によ

る行動追跡が行なわれてきたが,サシバについて行なっ

たものとしては本報告が最初である..

2.鋼査柑象地

調査対象地は,北緯350 40-42'から東経1400 11-

17'に位置し,千葉県千葉市から佐倉市にかけてひろが

る下絵台地の台地の平盟面を刻んで印旗沼に入る鹿島川

水系に含まれるすべての谷津田と斜面林である(図1).

この地域の斜面林は,薪炭林や農用林として利用されて

きたコナラの二次林とスギ植林が大部分をおおっている.

以前は,サシバの営巣木となるアカマツが普通にみられ

たが,いまでは松枯れのためわずかに点在しているのみ

であり,現在は,スギヤ広葉樹が営巣木となっている.

台地面は関東ローム層でおおわれ,畑地として利用され

ている場合が多い.しかし近年,台地,低地とも宅地造

成が進み,台地面では工業用地の進出が目立っている(千

葉県, 1980).さらに,谷津田では放棄水田が広がりつつ
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ある.

3.調査方法

3-1サシバの生息分布調査

調査方法として,サシバの繁殖期間中にあたる1997

年4月24日から6月2日までの延べ7日間に,千葉県印

播沼流域鹿島川水系のすべての谷津田と斜面林をセンサ

スし,サシバの生息分布状況を目視により確認した.サ

シバの生息確認は,サシバが谷津田および斜面林で採食

しているか,もしくは止まっているものだけに限定した.

谷津田上空を通過もしくは旋回しているものは,そこで

の生息が十分に確認できなかったため調査から除外した.

3_2　サシバのラジオ･テレメトリ調査

ラジオ･テレメトリ法とは,動物に小型電波送信機を

装着して放逐し,指向性アンテナを用いて受信し,その

動物の位置の確認(location)と自然状態での動物の活動

内容の生理的諸量(activity)を知る方法である(Whiteand

Ga汀Ot, 1990).

1997年5月下旬から7月下旬にかけて,繁殖地におけ

るサシバの環境利用を知るために,千葉県印旗沼流域鹿

島川水系の谷津環境において,サシバのラジオ･テレメ

トリ調査を行なった.5月5日から6月19日にかけて,

6地点においてサシバの捕獲を行ない,ラジオ･テレメ
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表1サシバの捕獲地とその緯度経度

揃痩目　　性別　　　　　場所

1997.505　♂　Ad.佐倉市虐弥

1997.5.05　♂　Ad.印海部酒々井町

19975.05　♂　Ad.佐倉市F勝田

1997.5.05　♂　Ad.佐倉右上勝田

1997.5.12　9　Ad.佐倉市高崎

1997.6.18　♂　Ad.佐倉市直弥(再捕獲)

1997.6.19　♂　Ad.千葉市金親

350 40■　36●'

35o 42. 43●1

350 411 35.'

35〇　41. 31''

35o 41●　59■■

350 40-　36■`

350 37' 09■■

E E E E E E E5　9　0　3　8　5　2
ワ)　1　3　2　LL?　2　1

Ad:成鳥

トリ法による地上追跡用の送信機を装着し放逐した(ラ

ジオ･テレメトリ法による個体追跡を,以下,ラジオ･

トラッキングという).サシバを捕獲し送信機を装着した

地点を表1に示す.捕獲は,すべて内田式自動無双網改

良型(仮称)を使用し,民の餌には,ハツカネズミとカ

エル類を用いた(東ら,未発表).

サシバは,調査期間中の夏季に換羽をおこなうため,

送信機の装着方法には,ハーネスによって背中に背負わ

せるバッグ･パック方式(Kenward, 1993)を採用した.

これは,オオタカで用いられた装着法および素材に準拠

したものである.テフロンリボンの切断などのため,装

着後繁殖期間中に1日から2週間程度の期間で6羽すべ

ての送信機が脱落してしまった.しかし,直弥の雄の成

鳥に関しては,期間中に再捕獲と送信機の再装着に成功

した.

ロケーションには, 144MHz受信機,八木アンテナ,

およびアッテネ一夕を用いた.

サシバが止まった地点(バーテング･ポイントといい,

以下,バーチとよぶ)を,すべて1:5,000の調査用地図

にプロットした.繁殖期間を通して終日行動追跡できた

のは直弥の雄の成鳥で,調査日は,5月29日, 6月5日,

22日,28日,7月9日, 15日,21日の延べ7日間(107

時間12分)であり,これらを本報告の分析の対象とした.

また,断片的な行動追跡をした,下勝田の雄の成鳥, 5

月25日の延べ1日間(6時間5分)と酒々井の雄の成鳥,

5月30日延べ1日間(8時間52分),そして,上勝田の

雄の成鳥, 6月3日, 13日の延べ2日間(30時間59分)

は,分析の対象外とした.

3-3　上記1, 2の結果と地図の重ね合わせ

サシバの生息が確認された地点をl : 25,000の地形図

にプロットし,その地点の谷津田の幅を計測した.小島

(1982)の調査では,サシバの雄の行動圏の面積が平均

191.6haで,その行動圏の直径は, 1,562.4mであったとい

う結果が得られている.この点を考慮し,計測区間内に

行動圏が重複するように下流から1kmごとに谷津田の

幅を計測して,全流域の谷津田の幅の頻度分布を求めた.

谷津田のある幅クラス(たとえば, 40-60m)に

おけるサシバの出現頻度(実現度数)を,その期待度数
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図2　サシバの生活現の模式図

中村･中村(1995) .森岡ら(1995) .小島(1982) .東(未発表)をもとに作図

で除した値を出現特化度とした.特化度は以下のように

して求めた.

出現特化度-
ある谷津田の幅クラスにおけるサシバ出現の実現度数

ある谷津田の幅クラスにおけるサシバ出現の期待度数

サシバの生息が確認された地点の谷津田の幅が生息に

関係がなければ,その幅の頻度の期待値と流域全体の谷

津田の幅の頻度の期待値とが一致し,その場合特化度は

1となる.また,仮に,特化度が1より大きい場合は,

その幅においてサシバの生息と関連性があることを意味

する.

また,直弥における繁殖雄については,ラジオ･トラ

ッキングでロケーションできた地点,すなわちバーチを

空中写真とオーバー･レイした.

4.括果

サシバの行動および環境利用と生活環の関連性をみる

ために,観察および文献をもとに,サシバの生活環の模

式図を図2に示した.

千葉県印旗沼流域鹿島川水系において, 22地点でサシ

バの生息が確認された(図1).下流から1kmの地点ごと

の谷津田の幅の計測の結果,全流域の谷津田の幅は171.2

±232.0m (mean±SD, n=249)であったのに対し,サシ

バが確認された地点では62.4±37.2m (n=22)で,有意に

幅が狭かった(Mann-Whitney U=1169, p<0.0001).図3

00SIOS寸OSやIOO寸OS可-00廿00可IOSMOSMIOOMOOM-OSNOSNIOONOON-OSTOST-001:08-0909-0寸0寸IONXN-冗
m

VOOS

出現特化度
5　　0　　5　　∩)　　5

つム　　つム　　ュ　　ュ

図3　鹿島川流域におけるサシバが確認された地点の谷津田の幅の

分布を示すヒストグラムと出現特化度

表2直弥における繁殖期の雄のサシバの活動時間と/トテング･ポイント数

調査日　活動開始時刻　喝入り時刻　　活動時間　/トテング数

1997.5.29　　　4: 15

1997.6.05　　　4:06

1997.6.22　　　4:30

1997.6.28　　　4:44

1997.7.09　　　4:07

1997.7.15　　　4:15

1997.7.21　　　4:27

19:07　　　14:52　　　　　　　65

19:08　　　1 5:02　　　　　　　　60

18:31　　　14:01　　　　　　　78

17:00　　　　12:16　　　　　　　　65

19:03　　　　14:56　　　　　　　　57

1 8:55　　　　14:40　　　　　　　　77

1 9:07　　　　14:40　　　　　　　　63

平均　　4:20　　　　18:41　　　14:21　　　　　66.43

標準偏差　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8.08

からわかるように,出現特化度がもっとも高かった幅は,

20-40mで,この度数は,全体の27.3%であった.特化

度は低くなったものの,同じ出現頻度であった幅は40-

60m (27.3%),ついで60-80m (22.7%)であった. 20

-80mの間に全体の77.3%のサシバが確認された.

サシバは繁殖期間中を通して,日の出とともに噂(ね

ぐら)を離れ,日の入り後約30分まで活動した. 1日の

活動時間は,平均14時間21分であった(表2).サシバ

は,谷津田や斜面林の林綾部や林冠部の菓面に止まって

いるカエル類やバッタ類などをバーチから目視によって

探したあと滑空し,脚または噂で餌動物を捕らえ,近く

の枝などの止まり場で食べるという採食行動をとること

が,目視により観察された.谷津環境におけるサシバの

採食行動の模式図を図4に示す.

図4谷津環境におけるサシバの採食行動の概念図
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図5　バーテング･ポイント間の飛行距離のヒストグラム

a)は巣に餌を運んだとき以外､ b)は巣に飯を運んだとき

1日のバーチ数は66.4±8.1カ所(n=465)で, 1バーチ

あたりの滞在時間は,抱卵により滞在した時間を除くと

ll.0±133分(n=462)であった.また,採食して移動す

るまでのバーチにおける滞在時間は, 14.4±15.3分

(n=115),採食をしないで移動するまでの滞在時間は, 10.2

±14.4分(n=325)となり,採食して移動する時の滞在時

間のほうが長い傾向がみられた(Mann-Whitney U=14054,

p<0.01 ).両者の平均滞在時間の差は, 4.2分であった.

餌動物を巣に運搬した時を除いたバーチ間の飛行距離

は, 137.6±135.5m (n=419)で,その頻度分布の最頻値

m
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図6　バーチング･ポイントと巣間の距離のヒストグラム
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図7　バーチング･ポイントと谷津田間の距離のヒストグラム

は, 0-20mであり, 1回の飛行距雄は短い傾向があった

(図5a).餌動物を巣に運搬した時の飛行距離は167.8±

119.1m (n=38)で,飛行距離は0-20mと100-120mの

ときにもっとも頻度が高く, 80-180mと　320-340mが

それについだ(図5b).

巣からバーチまでの距離は, 224.1±192.5m (n=465)

で, 0-1150mまでの距離に幅広く点在した(図6).ま

た,巣からバーチまでの距離とバーチにおける滞在時間

には有意な相関はみられなかった(7=0.079, n=455,

p=0.093).

バーチと谷津田までの距社は, 36.3±33.9m (n=465)

で, 0-10mの距錐でもっとも頻度が高く,谷津田まで

の距離が増すにつれて頻度が下がる傾向がみられた(図

7).

サシバの採食を目視において確認できた地点に関して,

採食地点を谷津田,谷津田に面した斜面林の林綾部(以

下,林綾部という),谷津田から10m以上離れた斜面林

の林冠部(以下,林冠部という)に分けたときのそれぞ

れの採食頻度を求めた.林冠部を谷津田から10m以上と

したのは,この場所の段丘崖の斜面勾配の変曲点が,谷

津田から約10m付近に分布することを考慮したためであ

る.採食地点とは,実際に獲物を滴らえた地点のことで

ある.谷津田で採食が確認されたのは,調査期間のはじ

めの5月29日と6月5日だけで,時間の経過とともに,

林縁部,林冠部での採食頻度が増加した(図8).

5.考察

この地域は,台地と低地からなり,台地上は畑地や住

宅地として利用されているためまとまった面積の林が存

在しないが,谷津田に沿って発達した段丘崖にわずかな

樹木群が残存しており,その樹木群が,谷津田に沿って

細長く谷津田を覆って斜面林を構成している.このよう

な谷津環境は,サシバの採食効率の面から都合がよいた
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図8　直弥における採食地点の経時変化

め,恰好の生息地となっているのもと考えられる.

繁殖期の雄のサシバは, 1日の活動時間の大半を採食

活動に費やした.これは,巣で抱卵または抱雛している

雌や雛に食物を与えなければならないことと, 1回の給

餌で十分な量を与えられないことが考えられる.

バーチは,斜面林に沿って細長く広く点在した.また,

バーチと巣までの距離は一定ではなく,巣からバーチま

での距離とバーチにおける滞在時間には有意な相関はみ

られなかった.これらのことから,サシバは,行動圏内

に特定のバーチをもつのではなく,行動圏内を平均的に

利用していると推察される.すなわち,すべてのバーチ

が,等しく採食地点としての機能をもつという可能性が

あることが示唆された.

林冠部よりも谷津田側の林縁部にバーチは多く分布し

た.その理由として,サシバは,おもに待ち伏せ型の採

食行動を行なうので,林縁部は,各津田,林縁,林冠す

べての場所にいる餌動物を発見しやすい位置にあること

が考えられる.バーチが,外敵を見張る機能しかもたな

いのであれば,林縁部に限らず特定の高い木に止まるは

ずであるが,実際には,そのようなことはなかった.こ

のことからも,サシバは,採食に適したバーチを選択し

ていると考えられる.したがって,バーチとして利用で

きる斜面林は,連続した状態で長いほうが採食に有利で

あり,連続した長い斜面林は,生息の条件になると考え

られる.

採食して移動するまでのバーチにおける平均滞在時間

と,採食をしないで移動するまでの平均滞在時間には有

意な差がみられたが,その差はわずか4.2分であった.

このことから,採食するしないにかかわらず,一定時間

がたてば,バーチを移動する採食行動をとることが示唆

された.また,捕獲した餌動物を巣にいる雌や雛に運ぶ

とき以外は, 1回の飛行距離は短い傾向がみられた.こ

れらのことから,サシバは,一定時間でバーチを移動し,

1回の飛行距離を短くする採食行動をとることで,採食

効率を高めているものと推察される.

つぎに採食場所が繁殖初期に谷津田でみられた理由に

ついて考察する.渡りの直後は体力を消耗しているため,

繁殖期にむけて効率よく採食することが必要になる.田

起こし,田植えが行なわれている谷津田には,ニホンア

マガエル　Hylajaponicaやトウキョウダルマガエル

Ranaporosaが産卵のために集まり,しかもこの時期は,

谷津田内の草丈が低いのでサシバがそれらを発見しやす

いからだと考えられる.林縁部でバーチをとり,各津田

でカエル類を捕食するには,構造的に狭い谷津田のほう

が採食効率が高いと考えられる.サシバが,幅の狭い谷

津田に生息する傾向があったのは,渡りの直後に餌動物

が存在し,しかもそれを捕りやすい環境を選択した結果

だと考えられる.

繁殖初期には,谷津田が重要な採食場所となっている

ため,谷津田の耕作状況は,サシバの生息に影響がある

と考えられる.その理由として, 1)水田耕作が耕作放棄,

あるいは畑地へ変換した場合は谷津田の乾燥化がすすみ,

その時期の主要な食物であるカエル類の生息に不利な条

件となること, 2)耕作放棄して雑草が生い茂った水田は,

サシバの採食場所として不適となること,が考えられる.

しかし,幅の狭い谷津田は,作業効率や収穫の面で不利

であるため,減反政策のあおりをうけて,耕作放棄地が

増加してきている.

その後,季節がすすむにつれて採食場所が,谷津田か

ら林縁部さらには林冠部へと移行した.その理由として

は, 1)谷津田で産卵を終えたニホンアマガエルやトウキ

ヨウダルマガエルが,それぞれ斜面林や水路へ移動する

とともに,谷津田内の草丈が高くなり餌動物の発見が困

錐になること, 2)それに代わって斜面林では,サシバの

餌動物が出現しはじめること,が考えられる. 8月初旬

の斜面林での餌動物のサンプリングにおいて,こホンア

マガエル,鱗週日昆虫の幼虫,樹上性の直週目,甲虫目

昆虫が確認された(東,未発表).また,このことは,サ

シバの食性が,昆虫,両生は虫類で72.5%を占められ,

それらは,水田環境と林縁部にまたがる行動域を有する

種で構成されていたという,池野(1993)の報告とも一

致する.

本研究のサシバの生態調査から,サシバの保全には,

水田耕作が営まれること,台地面の開発の際には,斜面

林を残存させるなどの谷津環境の保全が重要であること

が示唆された.

最後に調査の技術的な面であるが:送信機が脱落した

経緯については,ハーネスに用いたテフロンリボンの強

度に問題があり,塀でかみ切られたこと,あるいは,チ

フロンリボンが浸かったことが考えられる.これらに対

しては,テフロンリボンの中にごく軽量の別の繊維を通
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したことと,リボンの長さを吟味したことで,繁殖終了

までの追跡に成功することが可能となった.

本研究からも明らかなように,サシバは林縁部の比較

的観察しやすい場所にバーチすることが多いが,いった

ん見失ったあとの再発見は,ラジオ･テレメトリ法以外

では困難である.目視できない場所にバーチしている個

体に関しても,その位置の捕捉と個体識別ができ,すべ

てのバーチとそこでの滞在時間を明らかにすることがで

きたのは,ラジオ･テレメトリ法の成果である.しかし,

ラジオ･トラッキングによるロケーションの精度は,地

形的要因におおきく左右されること(たとえば,追称に

使用できる道が多く,地形がなだらかで電波の反射が起

こりにくいことなどが重要である), 1度に1羽しか追跡

できないことが問題点である.今後,調査地内に高所か

ら受信するアンテナを数カ所設置し,自動放探･自動記

録できるシステムの開発により,これらの問題を克服で

きるものと考えられる.

6.括詮

以上のことから,下記の点が明らかとなった.

I)谷津環境において,サシバの生息確認は谷津田の帽の

狭さと関連がみられた.

2)サシバは斜面林に沿った細長い行動圏をもち,行動圏

内の谷津田側の林綾部でバーチをとることが多かった.

また,一定時間でバーチを移動し, 1回の飛行距離は短

かかった.これは,待ち伏せ型の採食行動と関係がある

と考えられた.

3)繁殖がすすむにつれて,採食場所は谷津田から林縁部,

さらに林冠部へと移行した.

4)谷津環境は,サシバの採食効率を高めるために,効果

的な空間構造であることが推察された.

5)谷津環境におけるサシバの生息条件は, 20-80m程度

の幅の狭い谷津田で,水田耕作が行なわれ,谷津田に沿

って斜面林が連続した状態で長く存在することが重要で

あると考えられる.
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